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研究計画概要 

 

本研究は、事件化されていない学校での問題行動が増加し、

自殺等を含めた重大事態が発生している現状に対応するため、

問題行動を反復するおそれがあり、現在の環境では処置しきれ

ない（要保護性のある）問題行動の児童生徒を、学校教育機関

が中心になって早期に発見・通告し、少年司法につなぐことが

できるよう、法務少年支援センターや少年サポートセンターな

どが学校教育機関と連携を深めて支援するシステムを構築する

ことを目的とするものである。 

本研究では、まず、学校教員等への意識調査を通じて、学校

教育機関が実際に抱える問題状況を整理して、学校教育におけ

る対応の限界などを見極め（分析①）、また他方で、法務少年支

援センターや少年サポートセンターへの聞き取り調査を実施し

て、実際にどのような連携の仕方ができるのかを見極め（分析

②）、そして、これらの分析を踏まえて、多機関連携システムの

モデルを構築する（分析③）。 

本研究により、少年の重大事態の防止がこれまで以上に進む

ことが期待される。また、学校教員が問題を抱え込む状況を低

下させ、教育に専念できる環境を整備することも目指す。 

選考委員からの

コメント 

要保護性のある問題行動の児童生徒を発見・通告するための

多機関連携システムの在り方に焦点づけた実践的研究である。

学校を中心に据え、またＳＳＷをも含んだ連携システムの模索

は、時宜を得た方向性であり、暗数化している問題行動の発見

に貢献することが期待できる。 

 


